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公益財団法人 角川文化振興財団

夢の「本棚劇場」、ついに完成！

公益財団法人 角川文化振興財団（所在地：東京都千代田区、理事長：角川歴彦、以下 角川文化振興財団）は、
「ところざわサクラタウン」内、「角川武蔵野ミュージアム」にて、グランドオープン直前の11月4日（水）、ほぼ開館準
備の整った当施設のメディア内覧会を行いました。本が棚にぎっしり詰まった圧巻の「本棚劇場」をはじめ、松岡正
剛館長が手掛ける「エディットタウン：ブックストリート」、荒俣宏監修の「荒俣ワンダー秘宝館」、「米谷健＋ジュリア
展」、さらに１階グランドギャラリーで大々的に開催される「荒俣宏の妖怪伏魔殿2020」、そして武蔵野地域の魅力を
発信する５階の「武蔵野ギャラリー＆武蔵野回廊」など、図書、美術、博物がまぜまぜになった、他に類を見ない複
合文化ミュージアムの内部空間すべてが公開されました。

「ところざわサクラタウン」は、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：松原眞樹、 以
下 ＫＡＤＯＫＡＷＡ）と埼玉県所沢市が、みどり・文化・産業が調和した地域づくりを共同で進めるプロジェクト

「COOL JAPAN FOREST構想」の拠点施設として2020年11月6日（金）にグランドオープンいたします。

報道関係各位

（１／５）

本がぎっしり詰まった本棚劇場  ⓒ角川武蔵野ミュージアム

角川武蔵野ミュージアム、グランドオープン目前！

まぜまぜの内部空間、その全貌を一挙公開！



（２／５）

偉人たちの残した貴重な蔵書約3万冊が並ぶ本棚劇場！
角川書店創業者の角川源義の文庫をはじめ、竹内理三、

外間守善、山本健吉などの本が並ぶ夢の空間がついに出現！

いよいよ11月6日のグランドオープンまであとわずか。本年9月20日から始まった本棚への配架作業がほぼ終
了し、高さ約8メートル、360度本棚に囲まれた「本棚劇場」の夢の空間がついに出現しました。
違い棚のように互い違いに複雑に入り組み、立体的、流動的に連なって、まさに脳の内部をイメージした構造。
本棚の高所部分に並ぶのは、角川書店創業時に縁の深かった先生方より寄贈された本や資料が約3万冊。創
業者の角川源義の個人蔵書をはじめ、文芸評論家の山本健吉先生、歴史学者の竹内理三先生、沖縄学研究
者の外間守善先生の寄贈書が圧巻の本棚にぎっしりと並びます。
また本棚劇場の大きな見どころである、３台のプロジェクターを使って８ｍの本棚に投影されるプロジェクション
マッピングも初披露。その場で体感した来場者を、「想像」「連想」「空想」の世界に誘います。
今後も「本と遊ぶ、本と交わる」をテーマに、アナログとデジタルの融合による多彩な実験的演出が予定されて
います。

本が息づき、賑わう街 「ブックストリート」オープン！
図書・美術・博物がまぜまぜの「エディットタウン」を堪能せよ！！

エディットタウンは、４階の「ブックストリート」、「エディット＆アートギャ
ラリー」、「荒俣ワンダー秘宝館」、 ４階から５階へ吹き抜けの「本棚劇場」、
 そして４階から５階につながる階段書架「アティックステップ」と文学賞
棚 （仮称）、各エリアの総称です。図書館、美術館、博物館が融合した当
ミュージアムのメインエリアとなります。
そのエディットタウンの中央をつらぬくのが「ブックストリート」。本の息づ
かいや賑わいが感じられる“街”のような図書空間で、松岡正剛館長の
監修により世界を読み解くための「９つの文脈」にそって約2.5万冊の本
が並びます。既存の図書館にはない、まったく新しい先進的な配架になっ
ています。また頭上には書影を使ったアートボードや隈研吾建築都市設計
事務所による当館の模型、気鋭のファッションデザイナー川西遼平による
“本で作る服”ブックウェアなども展示されています。



（３／５）

・荒俣宏監修の、日本初！ワンダーなモノを集めた博物館が誕生します！ 

監修：荒俣宏／プロデュース：株式会社ウサギノネドコ
博物館の中は、展示物を手に取って見られるコーナーを持つ 「半信半疑の地獄」と、生物の美しさや不思議を
体感できる「生命の神殿」の２つの部屋に分かれています。 

・半信半疑の地獄
世界中から集めた珍品、標本、宝物、模型が所狭しと並んだ「半信半疑の地獄」。光と影、東と西のもの、嘘か
誠かわからないものが入り混じるそのカオスの空間は、訪問者のセンス・オブ・ワンダー（=自然の神秘さや不思
議さに目を見はる感性）を刺激します。世にも鮮やかなピーコックスパイダーの模型、巨大マンモスの牙、美しい
昆虫標本など、珍しいものが目白押し。
・生命の神殿
美しい標本はワンダーを刺激するアートになりうる、を体現した「生命の神殿」。「自然界に見られる相似性」に
着眼したウサギノネドコによる５つの展示作品や、海中の生き生きとした生物を繊細なガラス作品で表現したつ
のだゆきによる作品、科学と芸術を橋渡ししたエルンスト・ヘッケルの間など、科学と芸術の融合をお楽しみくだ
さい。 ※透明標本は期間限定展示です。

国際的に活躍してきた日本人とオーストラリア人によるアーティストユニット米谷健＋ジュリアの日本における
初の、大規模な個展「米谷健＋ジュリア展 だから私は救われたい」をグランドオープンより開催します。
ウランを含む原発事故由来のウランガラスで作られたシャンデリアのインスタレーション作品には、シャンデリ
アの１つ１つに原発保有国の名前がつけられています。 また「最後の晩餐」は実は全て「塩」でつくられており、
オーストラリアでの大規模農業における過度な灌漑によりおきた塩害をテーマにしています。
美とユーモアと毒を併せ持つ彼らの作品は、現代アートの重要な要素である社会性への関心が高く、世界から
も高く評価されております。
現代に生きる私たちはどのように不安に立ち向かっていくのか？「救われたい」思いはどのよう果たされるの
か？
このわれわれに向けられた永遠の問いを美しくも毒のある彼らの作品群は喚起させることでしょう。

「半信半疑の地獄」と「生命の神殿」からなる

「荒俣ワンダー秘宝館」誕生！

「エディット＆アートギャラリー」オープニング展！

「米谷健＋ジュリア展 だから私は救われたい」開催！！

ⒸKen + Julia Yonetani Courtesy of the Artists and Mizuma Art GalleryCourtesy of the Kadokawa Culture Museum



（４／５）

11月6日のグランドオープン第一弾企画として、当館のアドバイザリーで妖怪研究の第一人者・荒俣宏氏監修

による展覧会「荒俣宏の妖怪伏魔殿2020」を開催いたします。
本展では、日本各地に潜む見える妖怪から誰も見たことがない妖怪まで、妖怪のありようを端的に表した荒俣
語録とともに紹介します。新進気鋭のイラストレーターが描く妖怪絵図や、妖怪のイメージが具象化されたミイラ
などが展示されています。
●５つのオススメポイント！
①妖怪絵の回廊 ②日本の妖怪大集合 ③名もない「あのお方」がやって来る ④ミイラと化石
⑤コレクター部屋は、なんと１２禁？！
伏魔之殿門の向こうに広がる異世界空間が楽しめます！是非お楽しみください！

「荒俣宏の妖怪伏魔殿2020」と同時開催で、 2019年の「角川むさしの妖怪絵コンクール」で所沢市内の小学生
を対象に公募された妖怪絵の473点を、「みんなの妖怪絵 角川武蔵野妖怪絵コンクールから」として展示いたし
ます。
井上淳哉さんがイラスト化し、その３体の妖怪を３次元の世界に再現？！ 子供たちの絵が本物（？）の《妖怪》
となる目玉企画をはじめ、応募作品の４７３点を最新技術を駆使したプロジェクションでインタラクティブに楽しめ
る展示や、受賞作品３４点の妖怪をスマホを通して楽しむAR企画など、趣向を凝らした展示が盛りだくさんとなっ
ております。

アラマタサマモ オドロイタ！
伏魔之殿門の向こうに広がる、驚きの異世界空間！！

子供たちの絵が、本物？の妖怪に？！

詳細はこちら→ https://kadcul.com/

https://kadcul.com/


（５／５）

角川武蔵野ミュージアム公式ＷＥＢサイト（https://kadcul.com/）にて、

《チケット絶賛発売中 》

■角川文化振興財団は「わが国の文化の振興に寄与する」という財団の設立目的実現のために、文芸の成果に対する授賞、文
芸に関する出版、文芸の研究や著述の刊行への助成、映画芸術振興に関する助成、また文芸・映画資料の収集・保存・展示等
、様々な事業を行っております。

・角川文化振興財団 公式サイト：http://www.kadokawa-zaidan.or.jp/

■「ところざわサクラタウン」について

ＫＡＤＯＫＡＷＡと埼玉県所沢市が共同で進める「COOL JAPAN FOREST構想」の拠点施設。角川武蔵野ミュージアムのほか、書籍製造・物流
工場やＫＡＤＯＫＡＷＡの新オフィス、イベントスペース（ジャパンパビリオン、千人テラス）、体験型ホテル（EJアニメホテル）、ショップ（ダ・ヴィンチ
ストア）、レストラン（角川食堂）、商業施設などを建設。2020年11月6日（金）グランドオープンの予定です。

・ところざわサクラタウン 公式サイト：https://tokorozawa-sakuratown.jp/

・公式ツイッター：https://twitter.com/sakuratownjp/ ・Instagram：https://www.instagram.com/sakuratownjp/

●チケット発売について
10月20日（火）より、角川武蔵野ミュージアム公式ＷＥＢサイトにて、オンラインチケットを絶賛発売中！
また11月6日（金）のグランドオープン以降は当日券の販売も開始される予定となっておりますが、予約状
況によってご希望のお時間にご案内できない可能性もございますので、公式ウェブサイトでの事前予約
をお勧めしております。 なお、コロナ禍における館内入場制限や注意事項につきましては、角川武蔵野ミ
ュージアム公式ＷＥＢサイトにて随時掲載を行いますので、ご購入の際はご確認ください。

詳細は→ https://kadcul.com/

■「角川武蔵野ミュージアム」について

美術・博物・図書をまぜまぜにする、前人未到のプロジェクト。
イマジネーションを連想させながら、リアルとバーチャルを行き来する複
合文化ミュージアムです。

運営の柱となるのは、館長である編集工学者の松岡正剛氏、博物学者
の荒俣宏氏、芸術学・美術教育の研究者である神野真吾氏、建築家の
隈研吾氏。この体制のもと、意欲的で革新的なスタッフが新しいミュージ
アムの創設に尽力します。

■住所 ：埼玉県所沢市東所沢和田３－３１－３ ところざわサクラタウン内
■開館時間： 日〜木曜  10:00-18:00／最終入館17:30

      金・土曜   10:00-21:00／最終入館20:30 
■休館日：第１・３・５火曜日

※祝日は該当する曜日の開館時間と同様
※休館日が祝日の場合は翌日休館
※レストランは除く
※開館日・時間は変更される場合もございます。
最新情報は公式WEBサイト（https://kadcul.com/）をご確認ください。

◎12月31日〜2021年1月3日は10:00-18:00／最終入館17:30
◎12月29日、30日、2021年1月4日〜7日は休館

・角川武蔵野ミュージアム 公式サイト：https://kadcul.com/
・公式ツイッター：https://twitter.com/kadokawa_museum
・Facebook：https://www.facebook.com/kadokawaculturemuseum/
・Instagram：https://www.instagram.com/kadokawa_culture_museum/
・一般お問い合わせ：０５７０-０１７－３９６  （受付時間：平日１０：００－１７：００）

https://kadcul.com/
https://kadcul.com/
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